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★全体運★やたらとおせっかいを焼いて、トラブルを招いてしまいがち。他人のことより、自分がやるべき作業に集中して
★健康運★疲れをため込まないよう、休息を大切に
★幸運の食べ物★フキ

いつでもどこでも、
みんなのJA

耕そう、大 地 と 地 域 の み ら い 。
（監修＝広島大学 助教 小林元）

ＪＡは、どうやって運営しているの?

JAがさまざまな事業行うのはなぜ?

総会や地区別座談会などを通じて、
組合員自らが運営方針を決めています。

農家が安心して農業に専念できるよう、
暮らしの基盤を支えるためです。
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Ａ

Ｑ

Ｑ

　JAは、出資して、事業を利用する組合員が、自

ら運営する協同組合です。JAの事業や運営の方

針は、正組合員全員が集まって毎年開催する総

会（もしくは総代会）で決定します。

　さらに、事業や運営に組合員の声をより反映

するため、多くの仕組みが設けられています。集

落などを単位に地域別の座談会を開催し、JAの

役職員と組合員が意見交換を行います。また、支

所・支店では、運営委員会やふれあい委員会を組

織化し、支所・支店の運営や活動を行います。こ

のほか、職員が全組合員の自宅を訪問し、組合員

や家族の声を聴く一斉訪問などを通じて、組合

員による運営が行われています。

　日本の農業の大部分は、家族経営で支えられ

ています。農家は、所有する土地や農機具、家族

の労働力などを使って農作物を作り、販売して現

金収入を得ます。これらの収入の一部を家計に

回して生活必需品を購入するほか、貯蓄したり共

済に加入したりしています。

　JAは、組合員で、ある農家が安心して農業に専

念し、農業所得を上げて豊かな暮らしを実現で

きるよう、さまざまな事業を通じて応援していま

す。これらの事業は組合員以外も利用ができ、地

域住民の暮らしを支えています。

　このように、JAは組合員や地域住民を総合的

に支えることから「総合農協」とも呼ばれます。家

族経営を大切にする日本らしい組織といえます。


